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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 の 軸 線 （ Ａ ） を 有 す る 切 削 工 具 （ １ ０ ） で あ っ て 、 イ ン サ ー ト 受 入 ポ ケ ッ ト （
１ ６ ） と そ こ に 保 持 さ れ る 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ４ ） と を 備 え て 前 方 部 分 （ １ ８ ） に 形 成 さ
れ る 少 な く と も 一 つ の 取 付 脚 （ ２ ０ ） を 有 す る 工 具 本 体 （ １ ２ ） を 備 え ；
　 該 イ ン サ ー ト 受 入 ポ ケ ッ ト は 、
　 基 壁 （ ２ ２ ） と 、 基 壁 に 対 し て 横 断 す る 方 向 に 向 け ら れ た 側 壁 （ ２ ４ ） と 、
　 基 壁 か ら 下 方 に 伸 び て い て 、 直 立 し た 周 囲 壁 （ ３ ０ ） に よ っ て 境 界 さ れ て い る 下 壁 （ ２
８ ） を 有 す る ほ ぼ 円 形 の 凹 部 （ ２ ６ ） と 、
　 ネ ジ 孔 の 軸 線 （ Ｂ ） を 有 し 、 凹 部 の 下 壁 か ら 下 方 に 伸 び て い る ネ ジ 孔 （ ３ ２ ） と 、
を 備 え ；
　 該 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 上 面 （ ４ ６ ） お よ び 下 面 （ ４ ８ ） と 、 上 面 と 下 面 の 間 に 延 在 す る 側 面 （ ５ ０ ） と 、
　 連 続 的 に 周 囲 に 伸 び る 切 削 刃 部 分 （ ５ １ ） を 画 成 す る 、 上 面 と 側 面 と の 交 差 部 分 と 、
　 下 面 か ら 下 方 に 伸 び 、 周 囲 面 （ ５ ６ ） に よ っ て 囲 ま れ た 底 面 （ ５ ４ ） を 有 す る 円 筒 状 の
突 出 部 （ ５ ２ ） と 、
　 孔 の 軸 線 （ Ｅ ） を 有 し 、 上 面 と 底 面 と の 間 に 伸 び て い る 貫 通 孔 （ ５ ７ ） と 、
を 備 え ；
　 留 め ネ ジ （ ３ ４ ） は 、 貫 通 孔 を 通 過 し 、 ネ ジ 孔 に 螺 合 し 、 周 囲 面 （ ５ ６ ） が 、 周 囲 壁 （
３ ０ ） に 当 接 し 、 下 面 （ ４ ８ ） は 基 壁 （ ２ ２ ） に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る 切 削 工 具 （ １
０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト は 、 孔 の 軸 線 （ Ｅ ） で ３ ３ ０ ° の 動 作 範 囲 角 （ δ ） に 対 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 直 立 し た 周 囲 壁 （ ３ ０ ） は 、 長 手 方 向 の 軸 線 に 関 し て 、 軸 方 向 に 後 方 に 、 そ し て 半 径 方
向 に 内 側 に 伸 び る カ ッ ト ア ウ ト ３ ６ を 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 切 削 工 具 。

（ ）



【 請 求 項 ４ 】
　 カ ッ ト ア ウ ト は 、 ３ ０ ° か ら ６ ０ ° の 範 囲 で ネ ジ 孔 の 軸 線 （ Ｂ ） で 逃 げ 角 （ α ） に 対 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 逃 げ 角 （ α ） は ４ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 周 囲 面 （ ５ ６ ） は 、 カ ッ ト ア ウ ト に 隣 接 す る 二 つ の 離 間 さ れ た 接 触 領 域 （ ６ ２ 、 ６ ３ ）
に 従 っ て 周 囲 壁 （ ３ ０ ） に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 側 壁 （ ２ ４ ） は 回 転 制 限 手 段 （ ３ ９ ） を 備 え 、 側 面 （ ５ ０ ） は 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） を 備
え 、 且 つ 回 転 制 限 面 は 回 転 制 限 手 段 に 当 接 す る よ う に 適 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 切 削 刃 部 分 は 、 連 続 的 に 周 囲 に 伸 び る 円 形 の 切 削 刃 （ ５ １ ） を 画 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 回 転 制 限 手 段 は 、 し な や か な 部 材 （ ３ ９ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切
削 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 回 転 制 限 手 段 は 、 外 側 に 付 勢 さ れ る プ ラ ン ジ ャ ー （ ３ ９ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ー は 、 バ ネ （ ４ １ ） に よ っ て 外 側 に 付 勢 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０
に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ー は 、 ボ ー ル プ ラ ン ジ ャ ー （ ４ ２ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記
載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 回 転 制 限 面 は 、 プ ラ ン ジ ャ ー に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ た 割 出 取 付 面 （ ５ ８ ） で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト の 割 出 取 付 面 （ ５ ８ ） は 、 平 ら で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記
載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト の 割 出 取 付 面 （ ５ ８ ） は 、 へ こ ま さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
３ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト は 、 少 な く と も 三 つ の 割 出 取 付 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ３ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 回 転 制 限 手 段 は 、 作 用 し て い る 割 出 取 付 面 （ ６ ６ ） を 構 成 す る 唯 一 つ の 回 転 制 限 面

に 当 接 し 、 側 面 （ ５ ０ ） は 作 用 し て い る 回 転 制 限 面 を 除 い て は 接 し な い よ う に 保 た れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） は 、 下 面 （ ４ ８ ） に 隣 接 す る 側 面 （ ５ ０ ） に 位 置 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） は 、 側 面 （ ５ ０ ） に 位 置 し 、 下 面 （ ４ ８ ） に 対 し て 開 い て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
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　 プ ラ ン ジ ャ ー （ ３ ９ ） は 、 ネ ジ 孔 （ ３ ２ ） の 軸 線 （ Ｂ ） と 内 部 の 鋭 角 （ β ） を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 内 部 の 鋭 角 （ β ） は 、 ７ ０ ° か ら ８ ０ ° の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記
載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 内 部 の 鋭 角 （ β ） は ７ ３ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 凹 部 （ ２ ６ ） は 第 一 の 直 径 （ Ｄ １ ） を 有 し 、 突 出 部 （ ５ ２ ） は 第 二 の 直 径 （ Ｄ ２ ） を 有
し 、 且 つ 第 一 の 直 径 は 第 二 の 直 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 工
具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 第 一 の 直 径 （ Ｄ １ ） は 、 ０ ． ０ １ ｍ ｍ か ら ０ ． ０ ３ ｍ ｍ 、 第 二 の 直 径 （ Ｄ ２ ） よ り も 大
き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 直 立 し た 周 囲 壁 （ ３ ０ ） は 、 基 壁 （ ２ ２ ） に で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 周 囲 面 （ ５ ６ ） は 、 下 面 （ ４ ８ ） に で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削
工 具 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ネ ジ 孔 （ ３ ２ ） の 軸 線 （ Ｂ ） は 、 孔 （ ５ ７ ） の 軸 線 （ Ｅ ） に で あ り 、 そ こ か ら 第 一
の 距 離 （ Ｌ ） 離 れ て 一 定 の 間 隔 を 保 た さ れ て い て 、 且 つ ネ ジ 孔 の 軸 は 、 孔 の 軸 線 よ り も
カ ッ ト ア ウ ト （ ３ ６ ） の そ ば に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 工 具
。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 留 め ネ ジ （ ３ ４ ） は ネ ジ 孔 に 螺 合 し な い で 、 突 出 部 （ ５ ２ ） が 凹 部 （ ２ ６ ） の 中 に あ る
と き 、 回 転 制 限 手 段 （ ３ ９ ） は ネ ジ 孔 の 軸 線 に 平 行 で あ る 孔 の 軸 線 に 合 わ せ る の を 助 力 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 留 め ネ ジ （ ３ ４ ） は ネ ジ 孔 に 螺 合 し な い で 、 突 出 部 （ ５ ２ ） は 凹 部 （ ２ ６ ） の 中 に あ る
と き 、 回 転 制 限 手 段 （ ３ ９ ） は 、 イ ン サ ー ト 受 入 ポ ケ ッ ト か ら 切 削 イ ン サ ー ト が 外 へ 落 ち
な い よ う に 妨 げ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） は 、 側 面 の 周 り に 均 一 に 周 囲 に 分 布 さ れ て い て 、 多 く の 割 り 出 し 位
置 を 形 成 し 、 且 つ 突 出 部 （ ５ ２ ） は 留 め ネ ジ が ネ ジ 孔 に 螺 合 す る こ と な く 凹 部 の
中 に あ る と き 、 ま た は 留 め ネ ジ は 部 分 的 に ネ ジ 孔 に あ る と き 、 切 削 イ ン サ ー ト は 一 の 割 り
出 し 位 置 か ら も う 一 つ の 割 り 出 し 位 置 に 孔 の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ れ 得 る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 機 械 的 な シ グ ナ ル は 、 切 削 イ ン サ ー ト は 一 の 割 り 出 し 位 置 か ら も う 一 つ の 割 り 出 し 位 置
に 割 出 さ れ る と き 、 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト の 回 転 に 対 す る 抵 抗 力 は 、 機 械 的 な シ グ ナ ル を 生 じ さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 機 械 的 な シ グ ナ ル は 、 カ チ ッ と い う 音 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 切 削
工 具 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 割 り 出 し 位 置 は 、 割 出 数 字 （ ６ ４ ） に よ り 上 面 （ ４ ６ ） に つ け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
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す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ４ ） は 、
　 上 面 （ ４ ６ ） お よ び 下 面 （ ４ ８ ） と 、 上 面 と 下 面 の 間 に 延 在 す る 側 面 （ ５ ０ ） と 、
　 連 続 的 に 周 囲 に 伸 び る 切 削 刃 部 分 （ ５ １ ） を 画 成 す る 、 上 面 と 側 面 と の 交 差 部 分 と 、
　 下 面 か ら 下 方 に 伸 び 、 周 囲 面 （ ５ ６ ） に よ っ て 囲 ま れ た 底 面 （ ５ ４ ） を 有 す る 円 筒 状 の
突 出 部 （ ５ ２ ） と 、
　 孔 の 軸 線 （ Ｅ ） を 有 し 、 上 面 と 底 面 と の 間 に 伸 び て い る 貫 通 孔 （ ５ ７ ） と 、
　 を 備 え 、 ；
　 側 面 （ ５ ０ ） は 、 下 面 に 隣 接 し て 開 い て い る 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ４ ） 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 切 削 刃 部 分 は 、 連 続 的 に 周 囲 に 伸 び る 円 形 の 切 削 刃 （ ５ １ ） を 画 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） は 、 割 出 取 付 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 切 削 イ
ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 割 出 取 付 面 （ ５ ８ ） は 、 平 ら で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー
ト 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 割 出 取 付 面 （ ５ ８ ） は 、 へ こ ま さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 切 削 イ
ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト は 、 少 な く と も 三 つ の 割 出 取 付 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７
に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 周 囲 面 （ ５ ６ ） は 、 下 面 （ ４ ８ ） に で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 切
削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 回 転 制 限 面 （ ５ ８ ） は 、 側 面 の 回 り に 等 し く 周 囲 に 配 置 さ れ 、 の 割 り 出 し 位 置 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 割 り 出 し 位 置 は 、 割 出 数 字 （ ６ ４ ） に よ り 上 面 （ ４ ６ ） に つ け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 好 ま し く は 、 直 立 し た 周 囲 壁 は 、 基 壁 に で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 周 囲 面 は 、 下 面 に で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お さ ら に 好 ま し く は 、 ネ ジ 孔 の 軸 線 （ Ｂ ） は 、 孔 の 軸 線 （ Ｅ ） に で あ り 、 そ こ か
ら 第 一 の 距 離 （ Ｌ ） 離 れ て 一 定 の 間 隔 を 保 た さ れ て い て 、 且 つ ネ ジ 孔 の 軸 は 、 孔 の 軸 線
よ り も カ ッ ト ア ウ ト の そ ば に 位 置 し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 好 ま し く は 、 周 囲 面 は 、 下 面 に で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 回 転 制 限 面 は 、 側 面 の 回 り に 等 し く 周 囲 に 配 置 さ れ 、 の 割 り 出
し 位 置 を 形 成 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 イ ン サ ー ト 受 入 ポ ケ ッ ト １ ６ は 、 基 壁 ２ ２ と 、 基 壁 に 隣 接 し 、 そ れ に 横 断 す る 方 向 に 向
け ら れ た 側 壁 ２ ４ と を 備 え て い る 。 切 り 屑 凹 部 ２ ５ は 、 側 壁 ２ ４ か ら 後 方 に 延 在 し て い る
。 基 壁 ２ ２ は 、 切 削 工 具 １ ０ の 正 面 図 と 側 面 図 に 見 ら れ る よ う に 、 長 手 方 向 の 軸 線 Ａ に 対
し て 実 質 的 に 平 行 に 向 け ら れ て い る 。 ほ ぼ 円 形 の 凹 部 ２ ６ は 、 第 一 の 直 径 Ｄ １ を 有 し 、 基
壁 ２ ２ か ら 下 方 に 伸 び て い る 。 凹 部 ２ ６ は 、 直 立 し た 周 囲 壁 ３ ０ に よ っ て 境 界 さ れ て い る
下 壁 ２ ８ を 有 し て い る 。 好 ま し く は 、 周 囲 壁 ３ ０ は 、 基 壁 ２ ２ に で あ る 。 ネ ジ 孔 の 軸
線 Ｂ を 有 す る ネ ジ 孔 ３ ２ は 、 凹 部 ２ ６ の 下 壁 ２ ８ か ら 下 方 に 伸 び て い る 。 ネ ジ 孔 ３ ２ は 、
後 述 す る よ う に 、 ネ ジ 頭 ３ ５ を 有 す る 留 め ネ ジ ３ ４ を 、 ね じ る よ う に 受 け 入 れ て 、 適 合 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 円 筒 型 の 突 出 部 ５ ２ は 、 下 面 ４ ８ か ら 下 方 に 延 在 し て い る 。 突 出 部 ５ ２ は 、 周 囲 面 ５ ６
に よ っ て 囲 ま れ た 底 面 ５ ４ を 有 す る 。 好 ま し く は 、 周 囲 面 ５ ６ は 、 下 面 ４ ８ と で あ る
。 突 出 部 ５ ２ は 、 凹 部 ２ ６ の 第 一 の 直 径 Ｄ １ よ り も わ ず か に 小 さ い 第 二 の 直 径 Ｄ ２ を 有 す
る 。 第 一 の 直 径 Ｄ １ と 第 二 の 直 径 Ｄ ２ の 差 は 、 凹 部 ２ ６ の 中 で の 突 出 部 ５ ２ の 堅 固 な 当 接
を 可 能 に す べ く 十 分 に 小 さ く 、 且 つ 凹 部 ２ ６ の 中 で の 突 出 部 ５ ２ の 自 由 な 挿 入 を 可 能 に す
べ く 十 分 に 大 き く あ る べ き で あ る 。 実 際 の 範 囲 と し て 、 第 一 の 直 径 Ｄ １ は 、 ０ ． ０ １ ｍ ｍ
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か ら ０ ． ０ ３ ｍ ｍ 、 第 二 の 直 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 。 孔 の 軸 線 Ｅ を 有 す る 貫 通 孔 ５ ７ は 、 上
面 ４ ６ と 底 面 ５ ４ と の 間 に 伸 び て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ７ に 見 ら れ る よ う に 、 ネ ジ 孔 ３ ２ の 軸 線 Ｂ は 、 孔 ５ ７ の 軸 線 Ｅ に 対 し て で あ り 、
そ こ か ら 第 一 の 距 離 Ｌ 離 れ て 一 定 の 間 隔 を 保 た れ て い る 。 軸 線 Ｂ は 、 軸 線 Ｅ よ り も カ ッ ト
ア ウ ト ３ ６ の そ ば に 位 置 し て い る 。 従 っ て 、 留 め ネ ジ ３ ４ が ネ ジ 孔 ３ ２ に 螺 合 し て い る と
き 、 ネ ジ 頭 ３ ５ は 、 バ ネ ４ １ の 反 作 用 に 対 し て カ ッ ト ア ウ ト ３ ６ に 向 か う よ う に 切 削 イ ン
サ ー ト １ ４ を 付 勢 す る 。 留 め ネ ジ の 作 用 の も と で の 切 削 イ ン サ ー ト の こ の 動 き の 間 、 プ ラ
ン ジ ャ ー は 、 二 つ の 溝 の 側 壁 ５ ９ と ６ ０ が そ の プ ラ ン ジ ャ ー の 前 方 部 分 ４ ４ に 均 一 に 当 接
す る ま で 、 切 削 イ ン サ ー ト を わ ず か に 回 転 す る よ う に 付 勢 す る 。 こ の 方 途 に よ り 、 切 削 イ
ン サ ー ト １ ４ は 、 望 ま し い 割 出 し の 位 置 に 位 置 す る こ と を 確 実 に さ れ る 。 こ の 位 置 で 、 溝
の 上 壁 ６ １ は 接 し な い よ う に 保 た れ て い る 。
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